平成２３年度第２回文化振興審議会　会議録
１　開催日時

　　平成２４年３月１６日（金）１０：００－１１：４０

２　場所

栃木県庁舎本館　６階　大会議室１

３　定足数の確認

　　委員14名のうち、過半数を超える10名が出席し、定足数を満たしていることを確認した。

４　議事
（１）栃木県文化振興基金について 
　①H23震災復興支援事業について
　【事務局】

・資料１に基づき、事務局が説明。

　　　特に質疑なし。
　②助成事業審査委員会について
　【事務局】

・資料２に基づき、事務局が説明。

　　　助成事業審査委員として、審議会委員２名を事務局案として提案し、了承された。
（２）『文化を通じた人づくり』について
　【事務局】　
・資料３に基づき、事務局が説明。

　【会長】

　　　前回の審議会で議論できなかった「文化を通じた人づくり」、「世代間交流」について、　　　これから２回にわたり議論したい。

　　　　文化の分野も高齢化が進んでいるので、いかに若い世代を支援していくかに焦点を当てていきたい。

　　【委員】

　　　　県総合文化センターはおかげさまで開館20周年を迎えた。記念事業「とちぎ文化フェ　　　スティバル」では、一流の演奏家によるレクチャーコンサートを無料で開催したが、高齢　　　者だけでなく、小さな子どもも親子で楽しんでくれた。学校訪問演奏会のようにこちらか　　　ら出向いて実施する演奏会も意義があるが、楽しみにホールに来る経験も必要である。今　　　回実施したレクチャーコンサートは、何らかの形で25年度以降も継続したい。
　　　　また、ホールに年数回来てもらうために、1人5,000円、2人で1万円を限度に料金体　　　系を設定している。低価格にして、若い人にも大勢来てもらえるよう、来年度以降も努力　　　したい。

　　【委員】
　　　若い人が音楽を勉強しても､働く場所がない。コンセール・マロニエに入賞した人など　　は、学校訪問演奏会等で活躍できるが、それ以外の人にも活動場所がほしい。
　　　企業の協力で演奏の場を設けてもらうことがある。企業のイベントでクラシックのコン　　サートを開くような風土が育っていけばいい。
　　　クラシック好きの社長さんが若いプロの演奏家のサポートを受けて、コンサートを開い　　た例もある。多少でもお給料をもらえるようなステージが増えればいいと思っている。

　【委員】

　　　子どもの頃、学校の講堂で演劇や狂言などを鑑賞した記憶がある。一流の人を呼んで、　　学校で音楽や演劇を鑑賞する機会は、現在どれくらいあるのか。そういう機会があれば、　　子どもの情操教育に役立つ。

　　　博物館・美術館も予算減で良い展示ができなくなっている。優品を展示する機会が少な　　いように思う。年1回は5,000万円くらい予算をかけて企画展をやってほしい。文化の醸成には子どもの頃から文化に触れること、一流のものを見せることの二つが必要である。
　【事務局】

　　　学校での鑑賞教室は、資料2にあるように教育委員会が実施している。

　【生涯学習課】

　　　予算が厳しいが、資料3の2ページ「No.7」は文化庁の事業で、体験機会を積極的に進　　める意図で実施している。

　【委員】

　　　議会では毎年2月議会の開会日にコンサートを開催し、多くの来場者がある。文化へも　　予算をつけようという考えはあるが、未来開拓プログラムがあるため、制限されてしまう。　　子どもに良い音楽、良い絵画を鑑賞させることの意義はわかっているが、税収減の中、各　　界の要望に応えられないことに忸怩たる思いがある。

　　　ただ工夫の余地はあるのではないか。資料3の2ページ「No.8」の実績「6校」は少な　　い。少子化の中、小学校単位で実施できなければ、市町単位で大きなホールを使い、1回　　でたくさん聴けるようにしてはどうか。教育水準を上げることも重要。教育委員会でもい　　ろいろ考えているようなので、そちらに期待している。
　　　博物館の「土偶の世界」を見た。観覧者は「恐竜ナイト」の1/4だが、素晴らしい展覧　　会だった。中学校などにもっとPRすれば、観覧者も増えたのではないか。少ない予算で　　学芸員ががんばっている。県ももっとバックアップすべき。

　【委員】

　　　土偶は今まで国内でやったものの中で出品数も多かったし、体系的にまとまっていた。　　定量的（観覧者数）だけでなく、定性的に評価してもらいたい。国内に誇れる展覧会だった。国内の土偶の中で、県出土のものがどういう位置づけにあるのかがわかる、優れた展示だったので、もっと評価してほしい。昔の半分の予算で、学芸員が足で稼いで開催したものである。岩手県と共同開催する予定だったが、震災の影響で単独で開催した分、学芸員は大変だったと思う。
　【委員】
　　　直接学芸員から解説を受けた。良い展示だったので３回足を運んだ。子どもに良い刺激　　を与える物だし、学芸員の個人的なつながりで展示品を集めたと聞いている。
　【委員】

　　　前回の尊氏展の図録は、今までで一番良い出来で、今でも足利市で売れている。秋の展　　覧会にも期待したい。

　【会長】

　　　お金の工夫、人集めの工夫が必要との意見が出た。企業から協力金を得るとか、活動場所の提供をしてもらうなどである。

　【委員】

　　　震災で改めて世界から益子町が注目された。「観光の益子」に注目が集まり、「文化芸術の益子」の観点がだんだんなくなっている。企業も巻き込んだ文化芸術の益子として、展　　覧会などをやっていく必要がある。企業も利益だけでなく、使命として文化活動に協力し　　てほしい。

　　　人づくりについては、芸術に触れることが重要である。美術等の授業時間が減少してい　　るが、国の方針とは別に、県として美術の授業＋αで、美術に触れる機会を増やすことは　　できないのか。教師の考え方も大切になってくる。先生の横のつながりで、民間の芸術家　　とも協力してもらって、授業ができるような体系があっていいのではないか。優れた人材　　を活用した事例の情報交換を行政がプロデュースできれば、子どもたちもいろいろな芸術　　分野に触れることができる。
　　　大抵の子どもは、油絵・日本画をやったことがないはず。中学生の頃までに体験できる　　チャンスがあるとよい。先生がすべて教えることはできないので、ネットワークを作って　　情報交換し、芸術家の活用も図っていくべきである。

　　　県独自にカリキュラムを立てられれば、もっと芸術に触れるチャンスが増えるのではな　　いか。学校単位でなく、市町単位で体験教室などができるのでは。芸術に触れることが情　　操教育、倫理観の醸成に役立つ。世界に向かって、日本にPRできるのは芸術の分野であ　　る。例えばファッションの分野では若い人の感性が光っている。こうしたものを栃木から　　発信していけたらいい。

　【委員】

　吟詠剣詩舞はなかなか学校に受け入れてもらえない。初心者向けのテキストを作ったが、その中には宮澤賢治などの近代詩や万葉集、百人一首も題材として入っている。県内には　100名の吟詠の指導者がいるので、学校での活用も提案しているが、受け入れられない。　　宇都宮市については、自分のつながりで教師の吟詠体験教室などが行われている。たとえ　　ば、百人一首ゆかりの地としてイベントをやる際に協力したいが、指導のチャンスをどこ　　に頼めば教えてもらえるのかわからない。

　教師から「吟詠剣詩舞って何？」と聞かれるが、これでは子どもに教えることはできな　　い。テキストを活用して吟詠への認識を深めてもらいたいと思っている。
　【委員】
　教育と文化は切り離せない。現場でどの程度専門的なことを教えているのか。

子どもや若い親が「尊氏展」を見て、どこまで理解し郷土に誇りを持てるのか、どこまで専門知識を持っているのか、教育の場でどの程度教えてもらっているのか、疑問である。
　これについては、高橋由一の絵も同様である。

　宮田大氏のテレビを見た。子どもへの触発になるが、こういう人がいることをどこまで伝えられるか。

　質と量は必ずしも一致しない。人が入ればいいわけではない。博物館や美術館が身近に感じられる、行けば楽しいと思ってもらえるプログラムが必要である。

　宇都宮美術館のキューピーの展覧会は人が入った。

　県総合文化センターの佐渡裕＆シエナウィンドオーケストラは親子連れをはじめ、すごい入りだった。目玉で呼べるものがあるのもいい。県立美術館は地味で、子どもは行かない。県立美術館の役割はわかるが、それだけではないはずである。

　【委員】

　シエナでは、最後に楽器を持ってきた観客がすべてステージへ上がり、一緒に演奏した。とても盛り上がり、子どもには良い思い出になったし、こうした体験が音楽を続けるきっかけになる。

　宮田大氏は先日のコンサートの前日にレッスン講座を実施し、人材育成にも貢献している。コンセール入賞者とのつながりは大きい。25周年の時はコンセールの入賞者だけでコンサートができるほどである。学校訪問演奏会なども、このつながりを維持できるきっかけになっている。

　芸術では生活していくことは難しいが、少しでも生活の足しになるようなプログラムを持ち、若い時に提供していれば、ビッグになってからもセンター事業に協力してもらえる。

　【委員】

　　　美大の出願者が減っている。日本画・彫刻は半減している。デザイン・漫画・アニメは　　増加しており、これで大学の経営が成り立っている感じである。美大を出た高校の教師は、　　油絵や日本画など絵画系が主流だが、生徒はデザイン系を志望している。全国的に絵画系　　の出願は少ない。

　　　現代美術に光を当てていかないと、学生のニーズに応えられない。華々しい活躍をして　　いるアーティストは現代美術に多い。本県出身で海外で活躍している人も何人かいるので、　　こういう人を取り込みたい。

　　　大学が県に協力できることとしては、「どう見せるか」があるので、デザインやビジュア　　ル面で大学から提案できるかもしれない。

　　　吟詠剣詩舞は個人的にはおもしろいと思っている。ネットで公開すれるなど、あまりお　　金をかけずに世界に発信できる方法はある。

　　　人材バンクを作ればいいのではないか。

　　　5月に「デジタルまんが祭」を宇都宮で開催する。県内での漫画の位置づけはまだ低い。　　漫画に出てきた場所を巡るツアーを企画するなど、県や市が漫画・アニメに力を入れては　　どうか。学生が表現したい物と県の歴史などが結びつかないようだ。県の民話の活用も考　　えられる。

　　　大学では出前講座もやっているが、反応があまりよくない。できれば小中学校でも出前　　講座を行いたい。

　【会長】

　　　これまでの議論で、「どうお金を集めるか」については企業の協力を得ること、「どう人　を集めるか」については低廉な価格にするなどの料金体系を見直すことやPR方法の検討、　「人材ネットワークづくり」についてはインターネットの活用、「活動場所の確保」については協力してくれる企業等を県が顕彰することなどがポイントになると思う。また、教育レベル向上の必要性もある。
　【委員】

　　　自分の専門分野から文化財の方に話が行ってしまうが、まちづくりには歴史の視点をい　れることが大切である。街の歴史や文化を踏まえてまちづくりを行うことで、誇りや愛着　が生まれる。

　　　「姿川の歴史を考える会」を宇都宮市の教育委員会や地元自治会が共催で実施している　が、若い人も参加している。自分は川を通して地域がつながる話をしたが、「地元」と「地　域」の二つの視点が必要である。自分が生きている地元への視点や思いは希薄になってい　るのではないか。それを補うのが文化・歴史・文化財だと思っている。地域離れを食い止　められるものが文化・歴史であるとの思いが強い。基金の助成事業なども活用して支えて　ほしい。
　【委員】

　　　鹿沼市では地域伝統文化を子どもたちがやっている。

　　　ワオンカードは公共料金を払えるのか。研究する余地はあるのではないか。

　【委員】

　　　川上澄生美術館の館長をしていた時、館でコンサートをやったが、演奏者を見つけるのが大変だった。県内の登録システムがあると良い。人づてに探したが苦慮した。宇都宮市には生涯学習の登録システムがある。県でも作ってほしい。市町や文化施設にも情報を提供していけば、演奏者への経済的援助にもつながる。

　　　県ゆかりの人物紹介について、随想舎から「人物でみる栃木の歴史」を出版した。子ども向けではないが、人物を取り上げようという気運が高まっている。以前出版された「とちぎの小さな文化シリーズ」は好評だった。子ども向けの栃木の人物シリーズを大学と協力して作ってはどうか。売れれば予算は回収できる。
　【委員】

　　　人材バンクについて、これだけ意見がたくさん出て、それが良いものなら具体的に実行すべきである。専任職員が長期間関わることのできる体制を築いて人材バンクを作るような、そういうしくみを早く作ってほしい。専門的な知識を持った人2名でいい。細かい情報まで把握している専門家をおいて、演奏したい人としてもらいたい人とのコーディネーターの役割も含めて、仕事をしてほしい。専任職員を置くくらいの覚悟がないとだめである。現実的なことをやっていかないと何も進まない。
　【委員】

　　　人材ネットワークを作りたいと思い、携帯で使えるシステム開発は行った。既に自分の携帯にはそのシステムが入っているが、活用はまだできていない。行政側は個人情報保護のからみで、情報を提供してもらえないことが多く、公開がスムーズにいかなかった。

　　　システムをミュージカル協会で使ってみようと試みているが、年配の人には使うことが難しかったり、多忙だったりで、情報登録は進んでいない。100～200件程度のデータが集まれば、公開したい。
　【会長】

　　　次回は、25年度の施策につなげることができるような議論ができればと思っている。

　　　次回までにアイディアをまとめておいてほしい。

　【部長】
　　　活発に議論していただき、貴重な御意見・御提案をいただいたことに感謝申し上げる。

　　　人材ネットワーク作りについては、検討していきたい。

　○次回開催予定について

　【事務局】

　　　助成事業の審査委員会は年3～4回開催予定で、第1回は5月に開きたい。

　　　文化振興審議会についても審査委員会の後、速やかに開催したいと考えているので、5月下旬～6月上旬を予定している。
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